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ＦＤＫグループ環境方針
かけがえのない地球を守るためにかけがえのない地球を守るために
ＦＤＫグループ環境方針

ＦＤＫグループは、企業の事業活動に伴う環境保全への取り組みについて、国や地方の規制の対応のみならず、地球
規模の視点で主体的に地球温暖化対策、廃棄物削減、化学物質の管理の徹底など行動しなければならないと認識
しています。今回は、富士通グループの一員として、企業の独自性を生かした環境経営を推進するために「ＦＤＫグ
ループ環境方針」を改定しました（2010年5月改定）。

主な取り組み主な取り組み
ＦＤＫグループでは、海外を含むすべての生産拠点においてＩＳＯ14001の環境マネジメントシステム（EMS）を構
築しています。具体的な活動は、ＦＤＫグループ環境行動計画に基づいて展開しています。
２００９年度は、これまでのＦＤＫ国内生産拠点の環境マネジメントシステムを、富士通グループの環境マネジメント
システムへ統合いたしました。

ＦＤＫグループは、環境保全への取り組みを経営の重要課題に位置づけ、お客様起点に立ち、お客様がご満足いた
だける電池製品、電子部品を開発・供給して、環境保全・省エネルギー・経済発展の３Ｅ（Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ・Ｅｎ
ｅｒｇｙ・Ｅｃｏｎｏｍｙ）による持続可能な循環型社会に向けて貢献します。また、環境法や環境上の規範を遵守し
た公正な企業活動を通じて、社会的責任を果たします。
さらに、かけがえのない豊かな自然・美しい地球環境を次世代に伝えていくため、地域社会とのコミュニケーション
はもとより、従業員一人ひとりの自他非分離の精神による環境保全活動への取り組みを継続します。

主な行動計画（国内生産拠点）の目標と実績

項　　　目

製品の
価値向上

グリーン調達

地球温暖化
対策

グリーン
ファクトリー

目　　　標　（2007～2009年度）

環境トップ要素を持つスーパーグリーン製品＊1を開発する

環境効率ファクター２＊2製品を開発する

取引先における環境マネジメントシステム(EMS)を推進する

エネルギー消費ＣＯ２排出量を、２０１０年度末までに２００６年度実
績比２％削減する（’０６年度実績 ２６，２３９トン）

ＶＯＣ（揮発性有機化合物）の排出量を、2010年度末までに
2000年度実績比３０％削減する（’００年度実績 ４４．３トン）

廃棄物発生量を、２００９年度末までに２００６年度実績比３％削減
する（'０６年度実績 １,２９４トン）

　実　績　（2007～2009年度）

スーパーグリーン製品開発件数　０件
（環境配慮製品の開発比率は１００％を達成）

ファクター２達成製品件数　０件
（ファクター２製品は、開発途上１件）

ＥＭＳ構築した取引先　１４８社増加

２００６年度実績比　２２％削減
（'０９年度実績　２０，４５０トン）

２０００年度実績比　４０％削減
('０９年度実績　２６．８トン)

２００６年度実績比　２5％削減
（'０９年度実績　９６４トン）

理念

１. 事業活動が地球にもたらす環境への負荷を把握し、製品のライフサイクルを通してこれらの負荷を低減する。
２. 有害物質の排除、製品使用時の省エネルギーや長寿命化など環境性能の向上による環境配慮製品の開発を拡
充する。

３. 地球温暖化防止のため工場や事務所での省エネルギー対策や物流改善の推進
などに取り組む。 

４. ３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）活動により環境負荷を低減する。
５. 製品に使用される原材料、部品、梱包材などについてグリーン調達を推進する。
６. 環境法令の遵守、公害防止などのリスクマネジメントの強化を継続する。
７. 地域社会とのコミュニケーションを深め環境保全への取り組みに貢献する。

行動指針

ＦＤＫグループは自然を愛します　かぎりある地球のために
スローガン

＊1 スーパーグリーン製品：製品環境アセスメントにおいてグリーン製品（環境配慮強化型製品）と評価された中でも「世界初」「世界最小」「国内初」「業界初」「国内最小」「業界最小」となるトップランナー製品のこと。
＊2 環境効率ファクター2：製品の環境負荷に対する製品の価値を2倍以上に向上させること。



製品型式

ECM45シリーズ

製品型式
FLED40S・40-PSW-LHH

ＦＤＫトワイセル㈱太陽光発電パネル
設置予定図

地球にやさしい「製品の開発」
環境に配慮した製品の開発

低炭素化社会の実現に貢献

地球にやさしい「製品の開発」
環境に配慮した製品の開発

環境活動をグローバルに強化する行動計画
FDKグループ第6期環境行動計画
環境活動をグローバルに強化する行動計画
FDKグループ第6期環境行動計画

CO2削減への取り組み

FDKグループ第6期環境行動計画

2010年度から2012年度末までの３ヵ年計画である第６期環境行動計画では、気候変動問題や生物多様性などの
環境課題を踏まえた計画としています。
これまでの環境行動計画は国内を対象としていましたが、新たにグローバルな目標設定を行い、2012年度末まで
に、エネルギー消費ＣＯ２を１９９０年度比で６％削減、廃棄物の発生量を2007年度実績比で20%削減、そして社
会貢献活動と生物多様性の保全に取り組みます。 

ＦＤＫグループでは、新製品開発時にはデザインレビューを行い製品のつくりこみの要素として環境面に関する評価
（製品環境アセスメント）を行っています。さらに2004年度からは、「スーパーグリーン製品」の開発、2007年度
からは環境効率ファクターの向上にも取り組んでいます。

項　　　目

環境配慮設計の開発拡充

地球温暖化防止

リデュース、リユース、リサイクル
（3R）

活動による環境負荷低減

グリーン調達の推進

環境マネジメントの
運営強化

地域社会とのコミュニケーションの
深耕と生物多様性への貢献

目　　　標　(2010～2012年度) 

大容量リチウムイオンキャパシタ

富士電機システムズ株式会社との共同開発によるリチウムイオンキャパシタモジュールが、
沖縄県の与那国島などの離島で2010年８月より実証実験が実施される太陽光発電の系
統安定化システムに採用されました。リチウムイオンキャパシタモジュールを太陽光発電シ
ステムに搭載することで、天候などによる出力の変動を安定させることができます。

太陽光発電システムに採用

低炭素化社会の実現に貢献
蛍光灯（40Ｗ・20Ｗ）の置き換えタイプの人に環境にやさしい照明です。
蛍光灯に比較すると、約６０％の省エネ及びＣＯ２排出量の削減効果が得られ
ます。独自の特殊光拡散技術により、ドットパターンとグレア（まぶしさ）を解決
しました。

充放電のサイクル寿命が長く、大電流の急速充放電が可能な蓄電デバイスです。
不要な電力を蓄えておいて、必要なときに放電することで、電力の有効利用や
安定供給が可能となります。高温環境下での使用も可能としています。

直菅ＬＥＤランプ・電源

• スーパーグリーン製品を３機種以上開発する
• 新規開発品の環境効率ファクター１．２以上を達成する

• 化学物質排出量を2007年度実績比で10%削減する
• 廃棄物発生量を2007年度実績比で20%削減する
• 製品の資源再利用率90%を維持継続する

• エネルギー消費CO2排出量を1990年度実績比で6%
削減する

• 取引先のEMS構築率を向上する

• 本社部門のEMS統合を推進する
• FDK鳥取、FDKトワイセルと連携しEMS統合へ向けて
活動する

• 地域社会と連携し環境貢献／社会貢献活動実施と生物多
様性の取り組みを行う

ＦＤＫトワイセル㈱ではＣＯ２削減
の取り組みとして、２０１０年10月
末完成の予定で太陽光発電設備
（システム容量１20ＫＷh）を導入
いたします。

トピックス

太陽光発電
パネル

電力の
有効利用

ＣＯ２
６０％削減

クスノキ換算
約１１２本

CO2削減



循環型社会の構築
情報機器・電子機器のリサイクル事業

地域社会とともに

循環型社会の構築
情報機器・電子機器のリサイクル事業

ＦＤＫグループは、資源循環型社会の形成に向けた情報機器・電子機器のリ
サイクル事業も行っています。ＦＤＫエコテック（株）では、富士通リサイクル
システム（ＦＲＳ）の中部リサイクルセンターとして使用済みパソコンなどの
情報機器から資源を回収してリサイクルすることで、資源循環や再資源化に
貢献しています。

特長
● ＦＲＳルートと当社直接の2ルートに対応
● 各種セキュリティ対策を実施
● 収集・運搬から処分までの一貫処理
● 専門性を生かした大型機器の現地での解体・搬出
● 電子機器内に含まれる有害物質の適正処理
● メーカーを問わず、情報機器の他、各種電子機器もリサイクル

地域社会とともに
社会貢献活動・地域とのコミュニケーション社会貢献活動・地域とのコミュニケーション

地球市民の一員として「豊かな自然・美しい地球環境」を永遠に継続していくことを願い、社会貢献活動に取り組
むとともに地域とのコミュニケーション向上に努めています。

パソコンの解体作業

ＦＤＫエコテック㈱　ホームページアドレス
http://www.fdk-ecotech.com/

浜名湖（静岡県）クリーン作戦への参加 乾電池教室梅田川（愛知県）クリーン作戦への参加

この冊子は、溶剤に植物性大豆油を使用した環境対応型インキを使用しています。
本報告書は、主に２００９年度の環境活動と２０１０年度以降の計画をダイジェストとしてまとめたものです。
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お問い合わせ先

／
／
／

2010年10月
ビジネス支援本部環境技術部
住所 ： 〒431-0495
  静岡県湖西市鷲津2281
TEL ： 053-575-2506
FAX ： 053-575-2560
URL ： http://www.fdk.co.jp

環境活動ＵＲＬ　http://www.fdk.co.jp/kankyou/kankyou_index.html
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